公益社団法人　自動車技術会　関東支部学生自動車研究会
第6回　学自研学生委員会　議事録
2014年9月27日
文責：足立　新
1. 概要
日時：2014年9月27日(土)10:00～12:30
場所：工学院大学　新宿キャンパス　B-0663
参加者：神奈川工科大学　廣野直人
工学院大学　足立新
国士舘大学　中山喜貴
芝浦工業大学　廣兼賢一
芝浦工業大学　堀江健太
筑波大学　山下貴也
東京大学大学院　酒井英充
東京電機大学　寺岡信紘
東京農工大学　王しん朋　原野和哉
日本大学生産工学部　高橋計樹　野口卓宏　平野拓実　藤井洸祐
横浜国立大学　鈴木大貴　宮澤仁
(大学名50音順・敬称略・OP会員略)

2. 配布資料
1 事前資料
2 富士総合火力演習見学会　参加報告書
3 四輪研修企画進捗状況報告書

3. 議題
・他支部の状況
・行事実施報告
・今年度企画の検討
・国際交流について
・学術講演会の特別講演について
・次回委員会開催日程




4. 他支部の状況
・北海道支部
「雪氷路走行」と「学生フォーミュラ参加校支援」を中心として活動している．見学会などは北海道支部の行事に参加する形になっているが，学生の参加が少ない．学生フォーミュラへ参加する学生が多いため，学生フォーミュラを中心として活動したい.
 
・東北支部
工場見学，講演会を主な行事としている．活動の課題として行事のほとんどが事務局の対応で成り立っており，学生委員の積極性が低いことが挙げられる．学生の意見交換の場や共有できる課題を作っていきたい．

・中部支部
学生フォーミュラ関連の活動が大半．しかしこの形は学生委員の希望によるものである．エコパでの走行会は他支部からの参加も多い．しかしエコパの会場押さえがうまくいかず，だいたいが平日になってしまう．

・関西支部
工場見学会，新車試乗会，講演会をメインに活動している。
課題として学自研の知名度が低い事が挙げられる．自技会に入るメリットがあまり伝わっていない，そして他学会に入っている学生は年会費が重なる為敬遠される模様．自技会，学自研のPRを研究室内で活発に行い，知名度向上に努める．

・九州支部
[bookmark: _GoBack]安全運転講習，講演会，機関誌の発行を行っている．しかし交通の便が悪いため学生同士が交流しにくい．今後は小規模のイベントを重ねることで交流を深める．

5. 行事実施報告
・富士総合火力演習見学会
ブリーフィングで事前に提出した質問全てに答えて頂き，去年は見ることが出来なかった夜間演習を見学出来た．
トラブル・キャンセルが多かった．
・帰りのバスに誘導する際，迷って遅れる人がいた．

6. 今年度企画の検討
・四輪研修
ポスターは作成中で先方と詳細を最終調整中．次週の水曜には展開可能である．また10月上旬にカリキュラムを先方に提出する予定．
車両運動を理解している方の参加なので，特別に車両特性の講義を実技の時間に変更してもらえるかもしれない．
人数については現状，委員会参加者の中で参加人数は12，更に誘える人数は5～6人の為，募集人為20人に対して18名程度の参加しか見込めていない．次週までに各研究室で参加者を募って次週には委員長へ報告すること．また，前回同様に東北支部へ参加者を募る事にする．可能であれは中部支部等にも広げる．
もし20人集まらなかった場合1.中止2.一般枠に広げる，の二つのパターンがある．1に関しては担当理事の方が判断することだが，十分あり得るので覚悟すること．2については，この企画自体学自研の為に特別に行うことなのであまりやりたくない行為である．
補助金については去年度が3000円だった為，今年も同じ3000円にする予定だが，予算全体と今年度企画を見て増額する可能性もある．決定は次回委員会に行う． 移動は車だと12000円ほどになるので，参加者に相乗りして頂ければ交通費をほとんど補助できる．そもそも補助金はイベント（に参加する会員）に与えられるものであり，使い道に対して与えるものではない事を理解して置くこと．また補助金の設定に関しても例年通りではなく，しっかりとした基準等の検討が今後必要である．
　今後はポスターを展開する前に，学自研の周辺で仮募集をかけ人数を把握する．

・戦車搭乗体験
企画書はほぼ完成しているが，必要があれば担当理事が加筆して提出する予定．これから防衛省と打ち合わせをする予定，したがって実施は3月末か来年の早い段階にする予定．

・自動運転
次年度の8～9月に実施したい． 
企画書はこれから煮詰める

・レースガレージ見学
今年度の12～2月に実施したい
学生フォーミュラとは別にガレージ見学が主体の内容で企画書を作成．
また新担当として原野さんが加わる．

・企画全体に関して
全体を通して予定がずれ込み過ぎているため，これからの後ろ倒しするのはやめる事．
いつやるか決めて，ズルズル引いてくのは厳禁

7. 国際交流について
日野自動車で大型車両の体験を検討
11月中までに仮スケジュールを日野自動車へ提出

8. 学術講演会の特別講演について
大型トラックのパネルディスカッションが好評でそれを行おうと検討したが，時期的に難しく実現できなかった．その為，別の案として横浜ゴム社長による講演会を考えている内容は「これからのタイヤの技術開発と方向性について」で進んでいる．
また学生からHRCの車両開発とレースマネジメントの話を聞きたいという意見が出た．学生の意見を尊重しHRCを主に話を進めるが，ダメなら横浜ゴムに移行する．

・次回委員会開催日程
開催日：10/25(土) 
場所(仮)：工学院大学　新宿キャンパス
暫定アジェンダ：1.四輪研修
・補助金額について[決議]
・研修スケジュール[報告]
・人数[報告]
2.レースガレージ見学
・スケジュール[報告][決議]
3.自動運転
・企画を通して知りたい内容[決議]
4.戦車搭乗体験
・（進捗があれば）[報告]
5.国際交流
・受け入れ日程（11月末には決定）[報告・決議]
6.突発企画
・（座談会，BBQ，氷上走行などあれば）[決議]
